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(57)【要約】
【課題】装置の設置スペースの省スペース化と洗浄性能
向上との両立に資する技術を提供すること。
【解決手段】円筒部３２にスリット形成部材３４を取り
付けたノズル本体部２２の外周面にスライドフランジ２
４を摺動自在に配置することによって洗浄用ノズル部材
２０を構成する。図示しないポンプからパイプ７０を介
してノズル本体２２に供給された洗浄水は、流路３２ａ
を通ってスリットＳＬから径方向に噴出され、スライド
フランジ２４の内周面に衝突して噴出方向がノズル本体
部２２の軸線方向に変更される。アクチュエータ５０に
よってスライドフランジ２４のノズル本体部２２上にお
ける軸線方向位置を変更することによって洗浄水の拡散
角度が変更される。これにより、洗浄用ノズル部材２０
をコイル状線材ＣＷＲの内外に往復移動させなくても、
コイル状線材ＣＷＲの内周面を効果的に洗浄することが
できる。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コイル状線材の内周側を洗浄するための洗浄液を噴出するコイル状線材の洗浄用ノズル
部材であって、
　内部に前記洗浄液が流れる流路を有し、該洗浄液を径方向に噴出するよう構成された略
筒状のノズル本体部と、
　該ノズル本体部から径方向に噴出される前記洗浄液の噴出方向を前記径方向から該径方
向に交差する方向に連続的に変更可能な方向変更部と、
　を備えるコイル状線材の洗浄用ノズル部材。
【請求項２】
　前記ノズル本体部は、前記流路に連通するよう前記ノズル本体部の軸線方向に交差する
方向に切り欠かれたスリットを有しており、該スリットによって前記洗浄液が径方向に噴
出されるよう構成されている
　請求項１に記載のコイル状線材の洗浄用ノズル部材。
【請求項３】
　前記ノズル本体部は、前記流路が該ノズル本体部の先端において開口するよう構成され
ていると共に、前記ノズル本体部の先端から所定距離離れた位置において前記開口に対向
するよう配置されたプレート部材と、該プレート部材を前記ノズル本体部の先端に接続す
る接続部材と、を有しており、
　前記ノズル本体部の先端と前記プレート部材との間に形成される隙間によって前記スリ
ットが形成されるよう構成されている
　請求項２に記載のコイル状線材の洗浄用ノズル部材。
【請求項４】
　前記接続部材は、前記隙間の一部を塞ぐよう構成されている
　請求項３に記載のコイル状線材の洗浄用ノズル部材。
【請求項５】
　前記方向変更部は、前記ノズル本体部の外周面を前記軸線方向に往復摺動可能に構成さ
れた略筒状の摺動部と、該摺動部に一体に接続され該摺動部から遠ざかるに伴い内径が漸
次拡径されるテーパー形状に構成された拡径部と、を有しており、
　前記ノズル本体部から径方向に噴出された前記洗浄液が前記拡径部の内周面に衝突する
ことによって前記洗浄液の噴出方向が前記径方向から該径方向に交差する方向に変更され
るよう構成されている
　請求項１ないし４のいずれか１項に記載のコイル状線材の洗浄用ノズル部材。
【請求項６】
　前記拡径部は、異なるテーパー角を有する複数のテーパー面を備えるよう構成されてい
る
　請求項５に記載の洗浄用ノズル部材。
【請求項７】
　請求項１ないし６のいずれか１項に記載のコイル状線材の洗浄用ノズル部材と、
　前記方向変更部を駆動するアクチュエータと、
　該アクチュエータの駆動を制御する制御装置と、
　該コイル状線材の洗浄用ノズル部材に前記洗浄液を供給する洗浄液供給装置と、
　前記コイル状線材の洗浄用ノズル部材と前記洗浄液供給装置とを接続する管路部材と、
　を備える
　コイル状線材の洗浄装置。
【請求項８】
　前記コイル状線材の洗浄用ノズル部材は、前記コイル状線材を軸線方向から見た場合に
、該コイル状線材の軸中心を通る仮想鉛直線を挟んで左右両側に配置される第１および第
２洗浄用ノズル部材を有しいる
　請求項７に記載のコイル状線材の洗浄装置。
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【請求項９】
　前記第１および第２洗浄用ノズル部材は、前記径方向に噴出される前記洗浄液が互いに
干渉しないよう少なくとも前記第１および第２洗浄用ノズル部材の軸中心同士を結ぶ仮想
直線の延在方向には前記洗浄液を噴出しないよう構成されている
　請求項８に記載のコイル状線材の洗浄装置。
【請求項１０】
　前記コイル状線材の洗浄用ノズル部材は、前記コイル状線材を軸線方向から見た場合に
、該コイル状線材の軸中心よりも上方位置に配置されている
　請求項７ないし９のいずれか１項に記載のコイル状線材の洗浄装置。
【請求項１１】
　前記コイル状線材の洗浄用ノズル部材は、前記コイル状線材を挟んで該コイル状線材の
軸線方向両側に配置されている
　請求項７ないし１０のいずれか１項に記載のコイル状線材の洗浄装置。
【請求項１２】
　前記制御装置は、前記コイル状線材の軸線方向一方側に配置された前記洗浄用ノズル部
材の前記方向変更部の駆動方向と、前記コイル状線材の軸線方向他方側に配置された前記
洗浄用ノズル部材の前記方向変更部の駆動方向と、が異なるよう前記アクチュエータを制
御する
　請求項１１に記載のコイル状線材の洗浄装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コイル状線材の内周側を洗浄するための洗浄液を噴出するコイル状線材の洗
浄用ノズル部材およびこれを備えるコイル状線材の洗浄装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特開２０１４－９１８５９号公報（特許文献１）には、コイル状線材の内周側を洗浄す
るためのノズル部材としての２本の内洗シャワー管を備える洗浄装置が記載されている。
当該洗浄装置では、２本の内洗シャワー管がコイル状線材の内周側において当該コイル状
線材の軸線方向に往復移動されるように構成されており、２本の内洗シャワー管の先端部
に設けたノズル部から径方向に噴出される洗浄水によってコイル状線材の内周面側を洗浄
している。
【０００３】
　上述した公報に記載のノズル部材としての２本の内洗シャワー管では、各ノズル部をコ
イル状線材の軸線方向に互いにずれた位置に配置する構成とすることによって、各ノズル
部から噴出される洗浄水が互いにぶつかり合って相互干渉することを防止し、以てコイル
状線材の内周面の洗浄効果の向上を図っている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１４－９１８５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上述した公報に記載の洗浄装置では、コイル状線材の内周面を良好かつ効率
的に洗浄することができるものの、２本の内洗シャワー管が往復移動する構成であるため
、当該２本の内洗シャワー管を往復移動させるためのスペースが必要となり、装置の設置
スペースの省スペース化という点において、なお改良の余地がある。
【０００６】
　本考案は、上記に鑑みてなされたものであり、装置の設置スペースの省スペース化と洗
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浄性能向上との両立に資するコイル状線材の洗浄用ノズル部材およびこれを備えるコイル
状線材の洗浄装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明のコイル状線材の洗浄用ノズル部材およびこれを備えるコイル状線材の洗浄装置
は、上述の目的を達成するために以下の手段を採った。
【０００８】
　本発明に係るコイル状線材の洗浄用ノズル部材の好ましい形態によれば、コイル状線材
の内周側を洗浄するための洗浄液を噴出するコイル状線材の洗浄用ノズル部材が構成され
る。当該コイル状線材の洗浄用ノズルでは、略筒状のノズル本体部と、当該ノズル本体部
から径方向に噴出される洗浄液の噴出方向を径方向から当該径方向に交差する方向に連続
的に変更可能な方向変更部と、を備えている。ノズル本体部は、内部に洗浄液が流れる流
路を有し、当該洗浄液を径方向に噴出するように構成されている。
【０００９】
　本発明によれば、洗浄液の噴出方向を径方向から当該径方向に交差する方向に連続的に
変更可能な構成であるため、洗浄用ノズル部材をコイル状線材の内周面側に挿入しなくと
も、軸線方向に延在するコイル状線材の内周面全域に洗浄液を噴き付けることができる。
これにより、洗浄用ノズル部材をコイル状線材の内外に往復移動させる必要がなくなるた
め、装置を設置するための必要スペースを大幅に縮小することができる。この結果、装置
の設置スペースの省スペース化と洗浄性能向上との両立を実現できる。
【００１０】
　本発明に係るコイル状線材の洗浄用ノズル部材の更なる形態によれば、ノズル本体部は
、流路に連通するようノズル本体部の軸線方向に交差する方向に切り欠かれたスリットを
有している。そして、当該スリットによって洗浄液が径方向に噴出されるように構成され
ている。
【００１１】
　本形態によれば、連続した円形状ないし扇形状に洗浄液を噴出することができるため、
コイル状線材の内周面の円周方向にムラなく洗浄液を噴き付けることが可能となる。これ
により、さらに洗浄能力向上を図ることができる。
【００１２】
　本発明係るコイル状線材の洗浄用ノズル部材の更なる形態によれば、ノズル本体部は、
流路が当該ノズル本体部の先端において開口するように構成されている。また、ノズル本
体部は、当該ノズル本体部の先端から所定距離離れた位置において開口に対向するように
配置されたプレート部材と、当該プレート部材をノズル本体部の先端に接続する接続部材
と、を有している。そして、ノズル本体部の先端とプレート部材との間に形成される隙間
によってスリットが形成されるように構成されている。
【００１３】
　本形態によれば、ノズル本体部の先端に接続部材によってプレート部材を取り付けるの
みであるため、スリットを簡易に構成することができる。
【００１４】
　本発明係るコイル状線材の洗浄用ノズル部材の更なる形態によれば、接続部材は、ノズ
ル本体部の先端とプレート部材との間に形成される隙間の一部を塞ぐように構成されてい
る。
【００１５】
　本形態によれば、洗浄液を連続した扇形状に噴出することができるスリットを簡易に構
成することができる。しかも、接続部材のノズル本体部への取り付け位置によってスリッ
トの周方向位置を変更することができる。
【００１６】
　本発明係るコイル状線材の洗浄用ノズル部材の更なる形態によれば、方向変更部は、ノ
ズル本体部の外周面を軸線方向に往復摺動可能に構成された略筒状の摺動部と、当該摺動
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部に一体に接続され当該摺動部から遠ざかるに伴い内径が漸次拡径されるテーパー形状に
構成された拡径部と、を有している。そして、ノズル本体部から径方向に噴出された洗浄
液が拡径部の内周面に衝突することによって洗浄液の噴出方向が径方向から当該径方向に
交差する方向に変更されるように構成されている。
【００１７】
　本形態によれば、簡易な構成で洗浄液の噴出方向を径方向から当該径方向に交差する方
向に連続的に変更することができる。
【００１８】
　本発明係るコイル状線材の洗浄用ノズル部材の更なる形態によれば、拡径部は、異なる
テーパー角を有する複数のテーパー面を備えるように構成されている。
【００１９】
　本形態によれば、径方向から噴出される洗浄液を複数のテーパー面それぞれに衝突させ
ることによって、噴出方向を径方向から当該径方向に交差する方向に複数段階に変更する
ことができる。
【００２０】
　本発明に係るコイル状線材の洗浄装置の好ましい形態によれば、上述したいずれかの態
様の本発明に係るコイル状線材の洗浄用ノズル部材と、方向変更部を駆動するアクチュエ
ータと、当該アクチュエータの駆動を制御する制御装置と、コイル状線材の洗浄用ノズル
部材に洗浄液を供給する洗浄液供給装置と、コイル状線材の洗浄用ノズル部材と洗浄液供
給装置とを接続する管路部材と、を備えている。
【００２１】
　本発明によれば、上述したいずれかの態様の本発明に係るコイル状線材の洗浄用ノズル
部材を備えるから、本発明のコイル状線材の洗浄用ノズル部材が奏する効果と同様の効果
、例えば、発電量の低下を招くことなく装置の運搬性を確保することができる効果などを
奏することができる。
【００２２】
　本発明係るコイル状線材の洗浄装置の更なる形態によれば、コイル状線材の洗浄用ノズ
ル部材は、コイル状線材を軸線方向から見た場合に、当該コイル状線材の軸中心を通る仮
想鉛直線を挟んで左右両側に配置される第１および第２洗浄用ノズル部材を有しいる。
【００２３】
　ここで、本発明における「軸中心」とは、コイル状線材が完全な円筒状の場合には文字
通り軸中心が該当するが、コイル状線材が完全な円筒状でない場合にあっては概ね中心と
なる位置を包含する概念である。
【００２４】
　本形態によれば、二つの洗浄用ノズル部材によってコイル状線材の内周側を洗浄するこ
とができるため、より洗浄能力の向上を図ることができる。
【００２５】
　本発明係るコイル状線材の洗浄装置の更なる形態によれば、第１および第２洗浄用ノズ
ル部材は、径方向に噴出される洗浄液が互いに干渉しないよう少なくとも第１および第２
洗浄用ノズル部材の軸中心同士を結ぶ仮想直線の延在方向には洗浄液を噴出しないように
構成されている。
【００２６】
　本形態によれば、二つの洗浄用ノズル部材によって噴出される洗浄液が互いに干渉する
方向には洗浄液を噴出しない構成であるため、コイル状線材の内周側の洗浄効率の向上を
図ることができる。
【００２７】
　本発明係るコイル状線材の洗浄装置の更なる形態によれば、コイル状線材の洗浄用ノズ
ル部材は、コイル状線材を軸線方向から見た場合に、当該コイル状線材の軸中心よりも上
方位置に配置されている。
【００２８】
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　ここで、本発明における「軸中心」とは、コイル状線材が完全な円筒状の場合には文字
通り軸中心が該当するが、コイル状線材が完全な円筒状でない場合にあっては概ね中心と
なる位置を包含する概念である。
【００２９】
　本形態によれば、洗浄用ノズル部材から噴出された洗浄液のうち上方に向かって噴出さ
れる洗浄水が、拡散幅が大きくなる前にコイル状線材噴き付けられるため、洗浄液の上方
への噴き上がりを抑制することができる。
【００３０】
　本発明係るコイル状線材の洗浄装置の更なる形態によれば、コイル状線材の洗浄用ノズ
ル部材は、コイル状線材を挟んで当該コイル状線材の軸線方向両側に配置されている。
【００３１】
　本形態によれば、コイル状線材の軸線方向両側からコイル状線材の内周側の洗浄を行う
ことができるため、洗浄性能をより一層向上することができる。
【００３２】
　本発明係るコイル状線材の洗浄装置の更なる形態によれば、制御装置は、コイル状線材
の軸線方向一方側に配置された洗浄用ノズル部材の方向変更部の駆動方向と、コイル状線
材の軸線方向他方側に配置された洗浄用ノズル部材の方向変更部の駆動方向と、が異なる
ようにアクチュエータを制御する。
【００３３】
　本形態によれば、コイル状線材の軸線方向両側からコイル状線材の内周側に噴出される
洗浄液が互いに干渉し合って洗浄効率が低下することを抑制することができるだけでなく
、互いに補完し合ってコイル状線材の内周側を洗浄することができるため、洗浄性能の向
上を図ることができる。
【発明の効果】
【００３４】
　本発明によれば、装置の設置スペースの省スペース化と洗浄性能向上との両立に資する
コイル状線材の洗浄用ノズル部材およびこれを備えるコイル状線材の洗浄装置を提供する
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明の実施の形態に係る洗浄用ノズル部材２０を備えた洗浄装置１の構成の概
略を示す構成図である。
【図２】本発明の実施の形態に係る洗浄用ノズル部材２０およびアクチュエータ５０の構
成の概略を示す構成図である。
【図３】ノズル本体部２２の構成の概略を示す構成図である。
【図４】スリット形成部材３４の構成の概略を示す斜視図である。
【図５】スリット形成部材３４の構成の概略を示す構成図である。
【図６】スライドフランジ２４の構成の概略を示す構成図である。
【図７】図１の矢印Ａ方向から見た矢視図である。
【図８】図１の矢印Ｂ方向から見た矢視図である。
【図９】図１０のＤ－Ｄ断面を示す断面図である。
【図１０】コイル状線材ＣＷＲの洗浄の様子を図１の矢印Ａ方向から見た場合の説明図で
ある。
【図１１】スリットＳＬから径方向に噴出された洗浄水がスライドフランジ２４によって
ノズル本体部２２の軸線方向に変更される様子を示す説明図である。
【図１２】スリットＳＬから径方向に噴出された洗浄水がスライドフランジ２４によって
ノズル本体部２２の軸線方向に変更される様子を示す説明図である。
【図１３】コイル状線材ＣＷＲの洗浄の様子を当該コイル状線材ＣＷＲの軸線を通る平面
で切った断面で見た場合の説明図である。
【図１４】コイル状線材ＣＷＲの洗浄の様子を当該コイル状線材ＣＷＲの軸線を通る平面
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で切った断面で見た場合の説明図である。
【図１５】コイル状線材ＣＷＲの洗浄の様子を当該コイル状線材ＣＷＲの軸線を通る平面
で切った断面で見た場合の説明図である。
【図１６】変形例の洗浄用ノズル部材１２０の構成の概略を示す構成図である。
【図１７】変形例のスライドフランジ２２４の構成の概略を示す構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　　次に、本発明を実施するための最良の形態を実施例を用いて説明する。
【実施例】
【００３７】
　本発明の実施の形態に係る洗浄装置１は、図１に示すように、本発明の実施の形態に係
る洗浄用ノズル部材２０と、ホース７０を介して洗浄用ノズル部材２０に接続されたポン
プ４０と、当該洗浄用ノズル部材２０に接続されたアクチュエータ５０と、当該アクチュ
エータ５０を制御する制御装置６０と、を備え、Ｌ形フック９０に掛けられたコイル状線
材ＣＷＲの内周側を洗浄する洗浄装置として構成されている。ホース７０は、本発明にお
ける「管路部材」に対応し、ポンプ４０は、本発明における「洗浄液供給装置」に対応す
る実施構成の一例である。
【００３８】
　洗浄用ノズル部材２０は、図２に示すように、ノズル本体部２２と、当該ノズル本体部
２２の外周面に配置されたスライドフランジ２４と、から構成されている。洗浄用ノズル
部材２０は、図１、図７および図８に示すように、コイル状線材ＣＷＲを挟んで当該コイ
ル状線材ＣＷＲの軸線方向両側に配置されていると共に、各側において二つずつ配置され
ている。即ち、洗浄用ノズル部材２０は、合計４つ配置されている。なお、洗浄用ノズル
部材２０は、コイル状線材ＣＷＲの軸線方向両側の各側において、図７および図８に示す
ように、コイル状線材ＣＷＲの軸中心Ｐよりも上方（図７および図８の上方）に配置され
ると共に、当該軸中心Ｐを通る仮想鉛直線ＶＬに関して線対称となる位置に配置されてい
る。
【００３９】
　ノズル本体部２２は、内部に流路３２ａが形成された円筒部３２と、当該円筒部３２の
先端面３２ｂ（図３参照）に取り付けられるスリット形成部材３４と、を有している。円
筒部３２の長手方向一端側（図３の右側の図における左側）の先端面３２ｂには、３つの
ボルト孔ＢＨが形成されている。当該３つのボルト孔ＢＨは、当該先端面３２ｂの円周方
向のうち図３の上方部分に片寄って配置されている。また、円筒部３２の長手方向他端側
（図３の右側の図における右側）の外周面には雄ネジ３２ｃが形成されている。雄ネジ３
２ｃには、ソケット２３がネジ係合され、当該ソケット２３を介してノズル本体部２２に
はホース７０が接続される。さらに、流路３２ａは、図３に示すように、長手方向の一端
側（図３の右側の図における左側）において内径が漸次縮小するテーパー形状に形成され
ている。言い換えると、流路３２ａは、長手方向の一端側（図３の右側の図における左側
）に絞り部を有しているとも言える。
【００４０】
　スリット形成部材３４は、図４および図５に示すように、円板部３４ａと、当該円板部
３４ａから軸線方向（図５の右側の図において左右方向）に突出状に設けられた突出部３
４ｂと、から構成されている。円板部３４ａは、本発明における「プレート部材」に対応
し、突出部３４ｂは、本発明における「接続部材」に対応する実施構成の一例である。
【００４１】
　円板部３４ａの外径は、円筒部３２の外径とほぼ同じ大きさに形成されている。突出部
３４ｂは、略扇状に形成されており、円板部３４ａに一体に設けられている。突出部３４
ｂの外径は円板部３４ａの外径と同じ大きさに形成されており、突出部３４ｂの内径は円
筒部３２の先端面３２ｂ側の内径、即ち、テーパー形状に絞られた流路３２ａの流路径と
ほぼ同じ大きさとなるように形成されている。
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【００４２】
　また、突出部３４ｂには、円板部３４ａまで貫通する３つの貫通孔ＴＨが形成されてい
る。当該３つの貫通孔ＴＨは、円筒部３２の先端面３２ｂに形成された３つのボルト孔Ｂ
Ｈと対応する位置関係に形成されている。即ち、当該３つのボルト孔ＢＨから図示しない
ボルトを挿通して当該ボルトを円筒部３２の３つのボルト孔ＢＨに捩じ込むことによりス
リット形成部材３４が円筒部３２に取り付けられる。こうしてスリット形成部材３４が円
筒部３２に取り付けられることにより、ノズル本体部２２の先端部（円筒部３２の先端面
３２ｂ側）にスリットＳＬが形成される。
【００４３】
　スライドフランジ２４は、図６に示すように、円筒状のスリーブ部２４ａと、当該スリ
ーブ部２４ａの軸方向一端側（図６の中央の図において左側）に一体に接続されたラッパ
状部２４ｂと、から構成されており、ブッシュＢ（図２参照）を介してノズル本体部２２
の外周面に軸線方向に往復摺動自在に装着される。スライドフランジ２４は、本発明にお
ける「方向変更部」に対応する実施構成の一例である。また、スリーブ部２４ａは、本発
明における「摺動部」に対応し、ラッパ状部２４ｂは、本発明における「拡径部」に対応
する実施構成の一例である。
【００４４】
　スリーブ部２４ａの内径は、ノズル本体部２２の円筒部３２の外径よりも若干小さく形
成されており、スリーブ部２４ａの内周面には軸線方向（図６の中央の図において左右方
向）に互いに離れた位置にブッシュＢ（図２参照）が装着される２つの環状溝２７が形成
されている。
【００４５】
　ラッパ状部２４ｂは、内外周面ともにスリーブ部２４ａの軸方向一端側（図６の中央の
図において左側）から離れるに伴い漸次拡径するテーパー形状に形成されている。なお、
ラッパ状部２４ｂの内周面は、第１テーパー面２８ａおよび第２テーパー面２８ｂの２段
階テーパー形状に形成されている。具体的には、ラッパ状部２４ｂの内周面のうち根本側
（スリーブ部２４ａとの接続部寄り部分）にはテーパー角θ１を有する第１テーパー面２
８ａが形成され、先端側（図６の中央の図において左端側）にはテーパー角θ２を有する
第２テーパー面２８ｂが形成されている。ここで、テーパー角θ１はテーパー角θ２より
も小さな角度となるように構成されている（θ１＜θ２）。
【００４６】
　こうして構成されコイル状線材ＣＷＲの軸線方向両側の各側に配置される各一対の洗浄
用ノズル部材２０は、図９に示すように、突出部３４ｂ同士が互いに向かい合う位置関係
で設置される。言い換えると、スリットＳＬ同士が互いに反対方向を向く位置関係で設置
される。
【００４７】
　アクチュエータ５０は、図２に示すように、シリンダ５０ａと、ロッド５０ｂと、を有
しており、図示しないモータが駆動されることによってロッド５０ｂが軸線方向に往復移
動される電動シリンダとして構成されている。アクチュエータ５０は、ロッド５０ｂがブ
ラケット５２を介して洗浄用ノズル部材２０のスライドフランジ２４に接続されている。
これにより、スライドフランジ２４がノズル本体部２２の外周面上を軸線方向に往復摺動
される。
【００４８】
　制御装置６０は、図示しないＣＰＵを中心とするマイクロプロセッサとして構成されて
おり、ＣＰＵの他に処理プログラムを記憶するＲＯＭ（図示せず）と、データを一時的に
記憶するＲＡＭ（図示せず）と、入出力ポートおよび通信ポート（いずれも図示せず）と
を備えいる。制御装置６０からは、アクチュエータ５０への駆動信号などが出力ポートを
介して出力されている。
【００４９】
　次に、こうして構成された洗浄装置１の動作、特に、洗浄用ノズル部材２０によってコ
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イル状線材ＣＷＲの内周側に噴出される洗浄液としての洗浄水の様子について説明する。
コイル状線材ＣＷＲの内周側の洗浄が開始されると、ポンプ４０が駆動されてポンプ４０
からホース７０を介して洗浄用ノズル部材２０に洗浄水が供給される（図１参照）。洗浄
用ノズル部材２０に供給された洗浄水は、流路３２ａを通ってスリットＳＬから径方向に
向かって噴出される。
【００５０】
　スリットＳＬから径方向に向かって噴出された洗浄水は、スライドフランジ２４の内周
面に衝突してその噴出方向が径方向と交差する方向、即ち、コイル状線材ＣＷＲの内周側
に向かう方向に変更される。ここで、スライドフランジ２４の内周面は２段階テーパー形
状に構成されているため、洗浄水が第２テーパー面２８ｂと衝突する際には、図１１に示
すように、洗浄水は第２テーパー面２８ｂに誘導されて洗浄用ノズル部材２０の軸線に対
して角度θ２をもってコイル状線材ＣＷＲの内周側に向けて噴出される。一方、洗浄水が
第１テーパー面２８ａと衝突する際には、図１２に示すように、洗浄水は第１テーパー面
２８ａに誘導されて洗浄用ノズル部材２０の軸線に対して角度θ１をもってコイル状線材
ＣＷＲの内周側に向けて噴出される。
【００５１】
　即ち、制御装置６０によってアクチュエータ５０を駆動してスライドフランジ２４をホ
ース７０に近づく方向に摺動させることによって、コイル状線材ＣＷＲの内周面のうち洗
浄用ノズル部材２０に近い側の内周面を重点的に洗浄することができ、制御装置６０によ
ってアクチュエータ５０を駆動してスライドフランジ２４をホース７０から遠ざかる方向
に摺動させることによって、コイル状線材ＣＷＲの内周面のうち洗浄用ノズル部材２０か
ら遠い側の内周面を重点的に洗浄することができる。
【００５２】
　ここで、コイル状線材ＣＷＲの軸線方向両側に配置された洗浄用ノズル部材２０におい
てスライドフランジ２４の摺動方向を互いに逆方向となるようにアクチュエータ５０を制
御装置６０によって駆動制御することによって、コイル状線材ＣＷＲの軸線方向両側に配
置された洗浄用ノズル部材２０から噴出される洗浄水がお互いに補完し合う相乗効果を発
揮してコイル状線材ＣＷＲの長手方向全域に亘ってコイル状線材ＣＷＲの内周面を効果的
に洗浄することができる。
【００５３】
　具体的には、図１３に示すように、コイル状線材ＣＷＲの軸線方向一端側（図１３の左
側）に配置された洗浄用ノズル部材２０のスライドフランジ２４をホース７０から遠ざか
る方向に摺動させると共に、コイル状線材ＣＷＲの軸線方向他端側（図１３の右側）に配
置された洗浄用ノズル部材２０のスライドフランジ２４をホース７０に近づく方向に摺動
させることによって、コイル状線材ＣＷＲの軸線方向他端側（図１３の右側）寄りの内周
面を重点的に洗浄することができる。
【００５４】
　また、これとは逆に、図１４に示すように、コイル状線材ＣＷＲの軸線方向一端側（図
１４の左側）に配置された洗浄用ノズル部材２０のスライドフランジ２４をホース７０に
近づく方向に摺動させると共に、コイル状線材ＣＷＲの軸線方向他端側（図１４の右側）
に配置された洗浄用ノズル部材２０のスライドフランジ２４をホース７０から遠ざかる方
向に摺動させることによって、コイル状線材ＣＷＲの軸線方向他端側（図１４の左側）寄
りの内周面を重点的に洗浄することができる。
【００５５】
　さらに、図１５に示すように、コイル状線材ＣＷＲの軸線方向一端側（図１５の左側）
に配置された洗浄用ノズル部材２０のスライドフランジ２４と、コイル状線材ＣＷＲの軸
線方向他端側（図１５の右側）に配置された洗浄用ノズル部材２０のスライドフランジ２
４と、洗浄用ノズル部材２０の軸線方向においてほぼ同じ位置となるよう摺動させること
によって、コイル状線材ＣＷＲの軸線方向の中央部近傍の内周面を重点的に洗浄すること
ができる。
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【００５６】
　なお、洗浄水をスリットＳＬによって径方向に噴出させる構成であるため、洗浄水を連
続した扇形状に噴出させることができる。これにより、コイル状線材ＣＷＲの内周面の円
周方向にムラなく洗浄水を噴き付けることができる。
【００５７】
　また、スリットＳＬが互いに反対方向を向くように洗浄用ノズル部材２０が設置される
構成であるため、図１０に示すように、並列配置された洗浄用ノズル部材２０から噴出さ
れる洗浄水同士が互いに干渉することを抑制することができる。これにより、洗浄性能の
低下を抑制することができる。
【００５８】
　さらに、洗浄用ノズル部材２０が、コイル状線材ＣＷＲの軸中心Ｐよりも鉛直方向にお
いて上側に配置される構成であるため、洗浄用ノズル部材２０から噴出される洗浄水のう
ち上方に向かって噴出される洗浄水が、拡散幅が大きくなる前にコイル状線材ＣＷＲに噴
き付けることができる。これにより、洗浄液の上方への噴き上がりを抑制することができ
る。
【００５９】
　以上、本発明の実施の形態に係る洗浄用ノズル部材２０を備える洗浄装置１によれば、
洗浄用ノズル部材２０をコイル状線材ＣＷＲの内外に往復移動させなくても、コイル状線
材ＣＷＲの内周面を効果的に洗浄することができるため、洗浄用ノズル部材２０を往復移
動させるためのスペースが必要なくなり、装置を設置するための必要スペースを大幅に縮
小することができる。
【００６０】
　本実施の形態では、コイル状線材ＣＷＲの軸線方向両側の各側それぞれに２つの洗浄用
ノズル部材２０を配置する構成としたが、これに限らない。コイル状線材ＣＷＲの軸線方
向両側の各側それぞれに洗浄用ノズル部材２０を１つのみ配置する構成としても良いし、
３つ以上配置する構成としても良い。また、コイル状線材ＣＷＲの軸線方向両側の各側に
配置する洗浄用ノズル部材２０の個数を変えても良い。
【００６１】
　本実施の形態では、コイル状線材ＣＷＲの軸線方向両側に洗浄用ノズル部材２０を配置
する構成としたが、コイル状線材ＣＷＲの軸線方向の一方側のみに洗浄用ノズル部材２０
を配置する構成としても良い。
【００６２】
　本実施の形態では、コイル状線材ＣＷＲの軸中心Ｐよりも鉛直方向において上側に洗浄
用ノズル部材２０を配置する構成としたが、これに限らない。コイル状線材ＣＷＲの軸中
心Ｐと同じ高さ位置に洗浄用ノズル部材２０を配置する構成としても良いし、コイル状線
材ＣＷＲの軸中心Ｐよりも鉛直方向において下側に洗浄用ノズル部材２０を配置する構成
としても良い。また、コイル状線材ＣＷＲの軸中心Ｐを通る仮想鉛直線ＶＬを挟んで一方
側に配置された洗浄用ノズル部材２０と当該仮想鉛直線ＶＬを挟んで他方側に配置された
洗浄用ノズル部材２０とが異なる高さ位置に配置される構成としても良い。
【００６３】
　本実施の形態では、スリット形成部材３４は、円板部３４ａと突出部３４ｂとが一体に
形成される構成としたが、円板部３４ａと突出部３４ｂとは別体であっても良い。
【００６４】
　本実施の形態では、スリット形成部材３４の円筒部３２への取り付け位置は固定とした
が、これに限らない。例えば、円筒部３２の先端面３２ｂに３つ以上のボルト孔ＢＨを形
成して、当該ボルト孔ＢＨの孔位置に合せてスリット形成部材３４の取り付け位置を調整
可能な構成としも良い。
【００６５】
　本実施の形態では、ノズル本体部２２の軸線方向から見た場合に、スリットＳＬが略扇
状を有する構成としたが、これに限らない。例えば、図１６の変形例の洗浄用ノズル部材
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１２０に例示するように、ノズル本体部１２２の軸線方向から見た場合に、スリットＳＬ
が円環状を有する構成としても良い。
【００６６】
　変形例の洗浄用ノズル部材１２０は、図１６に示すように、ノズル本体部１２２の円筒
部１３２の流路１３２ａ内に十字ブラケット１３６をボルトによって取り付けると共に、
当該十字ブラケット１３６に支柱ブラケット１３８をボルトによって取り付け、当該支柱
ブラケット１３８に円板部１３４ａをボルトによって取り付ける構成である。これにより
、円筒部３２の先端面１３２ｂと円板部１３４ａとの間に、円筒部１３２の軸線方向から
見た場合に円環状のスリットＳＬが形成される。なお、円板部１３４ａは、円筒部１３２
の外径とほぼ同じ外径を有する円板として構成されている。円板部１３４ａ、十字ブラケ
ット１３６および支柱ブラケット１３８によってスリット形成部材１３４が構成される。
【００６７】
　本実施の形態では、スライドフランジ２４の内周面を第１テーパー面２８ａおよび第２
テーパー面２８ｂの２段階テーパー形状に形成する構成としたが、これに限らない。例え
ば、スライドフランジ２４の内周面を１段階のテーパー形状に形成する構成としても良い
し、スライドフランジ２４の内周面を３段階以上のテーパー形状に形成する構成としても
良い。
【００６８】
　本実施の形態では、コイル状線材ＣＷＲの軸線方向一端側に配置された洗浄用ノズル部
材２０と、コイル状線材ＣＷＲの軸線方向他端側に配置された洗浄用ノズル部材２０のス
ライドフランジ２４と、では、摺動方向が互いに逆方向となるようにアクチュエータ５０
を制御装置６０によって駆動制御する構成としたが、コイル状線材ＣＷＲの軸線方向一端
側に配置された洗浄用ノズル部材２０と、コイル状線材ＣＷＲの軸線方向他端側に配置さ
れた洗浄用ノズル部材２０のスライドフランジ２４と、で摺動方向が互いに同じ方向とな
るようにアクチュエータ５０を制御装置６０によって駆動制御する構成としても良い。
【００６９】
　本実施の形態では、スライドフランジ２４のラッパ状部２４ｂの内周面には、何も設け
ない構成としたが、図１７に示す変形例のスライドフランジ２２４に例示するように、ス
ライドフランジ２２４のラッパ状部２２４ｂの内周面には複数の整流リブ２２９を設ける
構成としても良い。当該構成によれば、整合リブ２２９によってラッパ状部２２４ｂの内
周面に衝突した洗浄水がコイル状線材ＣＷＲの内周側に向かう方向に整流されるため、よ
り効率的にコイル状線材ＣＷＲの内周面の洗浄を行うことができる。
【００７０】
　本実施形態は、本発明を実施するための形態の一例を示すものである。したがって、本
発明は、本実施形態の構成に限定されるものではない。
【符号の説明】
【００７１】
　１　　　　　洗浄装置（コイル状線材の洗浄装置）
　２０　　　　洗浄用ノズル部材（コイル状線材の洗浄用ノズル部材）
　２２　　　　ノズル本体部（ノズル本体部）
　２４　　　　スライドフランジ（方向変更部）
　２４ａ　　　スリーブ部（摺動部）
　２４ｂ　　　ラッパ状部（拡径部）
　２７　　　　環状溝
　２８ａ　　　第１テーパー面（テーパー面）
　２８ｂ　　　第２テーパー面（テーパー面）
　３２　　　　円筒部
　３２ａ　　　流路（流路）
　３２ｂ　　　先端面
　３２ｃ　　　雄ネジ
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　３４　　　　スリット形成部材
　３４ａ　　　円板部（プレート部材）
　３４ｂ　　　突出部（接続部材）
　４０　　　　ポンプ（洗浄液供給装置）
　５０　　　　アクチュエータ（アクチュエータ）
　５０ａ　　　シリンダ
　５０ｂ　　　ロッド
　５２　　　　ブラケット
　６０　　　　制御装置（制御装置）
　７０　　　　ホース（管路部材）
　９０　　　　Ｌ形フック
　１２０　　　洗浄用ノズル部材（コイル状線材の洗浄用ノズル部材）
　１２２　　　ノズル本体部（ノズル本体部）
　１３２　　　円筒部
　１３２ａ　　流路（流路）
　１３２ｂ　　先端面
　１３４　　　スリット形成部材
　１３４ａ　　円板部（プレート部材）
　１３６　　　十字ブラケット（接続部材）
　１３８　　　支柱ブラケット（接続部材）
　２２４　　　スライドフランジ（方向変更部）
　２２４ａ　　スリーブ部（摺動部）
　２２４ｂ　　ラッパ状部（拡径部）
　２２９　　　整流リブ
　ＣＷＲ　　　コイル状線材（コイル状線材）
　Ｐ　　　　　コイル状線材の軸中心
　ＶＬ　　　　仮想鉛直線
　ＢＨ　　　　ボルト孔
　ＴＨ　　　　貫通孔
　ＳＬ　　　　スリット（スリット）
　Ｂ　　　　　ブッシュ
　θ１　　　　テーパー角
　θ２　　　　テーパー角
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